
判
判
川
」
糾

轍
一
判
明
一

時
制
倒
村
山
知

円
陣
附

s
t
'
&
器

提

我

市

仰

は

側

夜

既

得

g

行

集

議

山

榊

民
民
同
仲
畑

:

号

司
轟
轟

M
V

ア

i
j
j
u明
日

耕
一
軒

盛患毘

土
地
の
効
率
的
な
利
用
は
、
間
収
怒
的
な
都

市
づ
く
り
を
行
な
う
た
め
の
恭
擦
と
な
る
も

の
で
す
。

子
市念
iまiA
な

後・者5
宅・市
や化
宅・の
地・ i皮
ぴ〉会£

E草iぉ
発し
がよ
すせ
こ fこ
..k殺
る孫

議
こ・ん
h' Iこ
は・7J;
、つ

関て
発き
形ま
態し
のた
在日
侭
に
よ
っ
で
iま

然
秩
序
な
ま
ま
人
間
性
会
然
携
し
た
住
み
に

く
い
衡
と
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
縫
曲
線
で
文
化
的
な

生
活
を
特
効
み
、
生
き
が
い
、
と
寒
衝
を
受
け
ら

れ
る
た
め
に
は
、
過
努
開
発
や
乱
開
発
令
極

カ
抑
制
し
司
自
然
と
潟
如
刊
の
と
れ
た
住
み
よ

い
都
市
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
孫
子
駅
前
土
地
区
一
燃
繋
務
事
業
は

よ
い
よ
軌
道
に
排
水
ワ
、
明
る
く
釜
か
な
文
化

都
市
そ
め
ざ
し
て
事
業
が
進
ん
で
ま
い
り
ま

す

関
経
記
事
二
仮
に

言寄か絞めとて統的重量し慾必 f七時治すを紋日露霊お う F自ル十九る
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優麗重量

緩掴

我
孫
子
時
執
務
務
官
附
改
液
凝
裁

は
、
議
京
市
mw
玄
間
関
口
で
あ
る
駅

務
総
抑
協
を
き
ち
ん
と
街
廷
で
繋

織
し
、
中
心
市
街
地
と
し
て
、

徐
み
よ
〈
合
理
約
な
衡
に
す
る

た
め
双
年
前
に
ス
タ
i
b
し
ま

し
た
.
以
来
、
多
く
碍
殴
殺
な

問
題
と

k
り
く
み
‘
陥
慨
制
刊
袋
持

み
を
さ
ん
と
の
滋
L
A
W
い
や
愈

出
向
欄
間
企
宜
、
あ
る
い
は
轍
刷
会
特
別

祭
器
到
会
、
推
進
協
議
会
、
災
時
日

備
前
策
会
な
ど
が
倦
き
れ
、
…
日

も
闘
十
〈
之
内
事
業
が
完
成
す
る

た
め
に
偽
善
か
け
ら
れ
て
ま
い

り
ま

ιた蛤
意
見
織
を
後
山
曲
さ
れ
た
権
利

者
向
方
々
に
は
絡
し
あ
い
の
な

か
で
よ
乃
一
液
凝
畿
の
必
饗
性

を
ご
議
問
明
由
申
し
上
げ
、
こ
れ
ら

縁
側
問
題
に
つ
い
て
慾
見
合
交
換

し
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
時
昨
年
末
に
は
綴

人
総
閥
m欝
十
一
一
件
、
遼
蹴
誠
意
党

総
な
…
十
日
体
的
叫
肝
間
出
十
六
件
円

発行番手丹 1日・ 16日

軍
一
由
穣
拍
判
明
悌
子
際
機
M
M

町民

域
十
開
出
・
六
ヘ
ク
タ

i

wv
制
欄
欄
間
五
ヵ
年
一
計
磁

約
十
八
年
度

1
五
十
一
一
一
年

後
V
官
蜘
掛
購
後
十
九
億
八
千
三

日自一

nm円
で
あ
る
が
実
務
特
別

世
間
で
は
大
脳
酬
に
柑
限
延
き
れ

る
見
込
み
e

由

v
公
爵
二
千
五
蕊
一
平
方
メ

}
L
e
ん
と
一
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
公
演
を
一
一
ヵ
所
帥
制

緩
軍
級
機
広
場
を
広
〈
L
‘
衛

隊
を
綴
織
す
る
。

事量
購

駅
前
土
地
舷
園
整
理
事
構

書
品
目
昂
惑
を
攻
守
下
げ
て
い
た
だ

〈
こ
主
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
事
業
内
装
本

方
針
で
あ
る
寸
対
話
」
を
と
お

し
て
料
開
し
あ
い
を
絞
け
て
ま
い

り
ゑ
今
ず
。

昭
和
m
閃
ト
八
年
十
ゴ
丹
十
一
一

日
千
築
謀
総
衛
計
泌
総
カ
務
談

会
割
問
催
き
れ
、
我
孫
子
僻
帆
的
問

土
地
区
田
関
前
鷲
緩
市
争
議
約
一
慨
に
対

す
る
意
見
書
が
付
議
さ
れ
‘

同
事
業
計
栢
聞
が

7
ゑ
き
れ
ま
し

そ
の
位
和
泉
、
審
議
会
か
ら
熟

知
期
務
絡
に
接
申
さ
れ
、
事
業
認

可
務
総
の
乎
続
き
を
経
て
、
開
明

制
作
開
制
十
八
年
卜
二
月
二
十
一
日
討

に
鈎
療
の
級
将
が
お

9
ま
し
た
@

そ
し
て
、
つ
い
に
級
制
抑
制
間
十

八
年
十
二
月
ぶ
十
六
回
路
に
泰
裁

決
定
町
公
安
を
い
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
勾

れ
か
ら
の
体
業
予
定

我
孫
子
叙
的
関
ゑ
治
区
一
掴
慈
恵

事
業
の
世
帯
数
料
則
樹
閥
的
淡
後
公
告

が
な
き
れ
ま
し
た
内
明
、
、
こ
れ

か
ら
は
次
の
よ
う
に
機
殺
が
遂

ん
ぞ
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
当
面
す
る
作
業
予
絞
め

総
閥
会
(
プ
ロ
ッ
ク
制
抑
制
試
問
明
会

は
一
月
二
十
一
白
で
終

τ〉
を

皮
切
り
に
、
少
し
で
も
権
利
者

の
み
な
呑
ん
丹
淡
歩
率
を
下
げ

る
た
め
に
滋
綴
織
地
現
金
に
よ
る

公
共
枕
暗
殺
党
批
判
湾
総
的
関
奴
や

縫
務
者
の
み
な
静
ん
の
慾
兇
を

十
分
反
帥
吹
き
せ
る
た
め
的
太
抽
地

区
幽
駿
理
審
議
会
的
後
践
的
滋

挙
止
静
岡
山
委
貝
的
選
後
、
そ
し

て
換
総
計
一
繍
の
準
織
な
ど
を
災

織
し
て
ま
い
号
ま
す
a

V
柚
綿
綿
憐
綴
掛
閉
会
に
よ
る
局
地
の

先
行
蜘
刷
機

時
内
務
継
を
も
っ
と
下
げ
る
た

め
に
燃
織
の
先
行
取
得
を
行
な

い
ま
す
a

こ
円
買
収
に
ん
踏
む
、
時
側
券
市
平

緩
和
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
労

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
都
市
欲
浴

線
(
嚇
思
議
八
二

i
五
八

C
八
)

に
ど
議
終
く
だ
き
い
。
民
閥
均

数
殺
な
ど
に
発
る
場
合
と
ち
が

っ
て
税
金
衝
で
恩
典
が
受
け
ら

れ
ま
す
し
、
代
慾
柏
崎
町
島
っ
せ

ん
を
ど
絞
殺
を
も
っ
て
ご
協
議

に
芯
ず
る
カ
紛
で
す
a

由

V

幅
値
創
刊
の
串
・
島
問

楽
堂
端
的
施
行
隠
滅
山
門
的
ホ
仙
胞

に
存
恋
す
る
所
有
権
以
外
的
米

塗
仰
仙
の
権
利
、
主
に
織
田
陣
地
織
を

出
叩
品
川
叫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
場
僚
を
さ
れ
る
議
出
刊
に

議
づ
い
て
土
抽
指
紋
…
部
関
経
翠
審
議

委
践
的
幾
多
様
な
ど
を
行
使
す

る
品
告
を
滋
笈
し
た
号
、
仮
換
地

向
指
定
や
後
泌
処
分
な
ど
を

t

て
い
き
ま
す
。

wv
抽
崎
綴
の
査
定

協
拠
地
計
画
に
お
い
て
、
後
納
織

を
内
止
め
る
た
め
に
必
爾
賞
金
後
筋

肉
浴
総
面
積
uu
、
不
勤
務
表
部
附

淡
に
も
と
づ
〈
土
地
登
記
擦
に

鐙
樹
齢
零
れ
て
い
る
一
期
績
で
行
な

い
ま
す
の
守
、
現
議
登
記
さ
れ

て
い
る
お
泌
制
出
掛
酬
を
減
歩
対
象

扇
殺
と
普
れ
で
は
似
る
ガ
同
体
、

準
め
に
地
積
訂
正
を
し
て
お
く

必
婆
が
あ
り
ま
す
e

そ
の
た
め
に
は
紛
絞
め
取
綴

挙
後
き
を
し
て
い
た
だ
器
、
織

が
そ
の
宅
抽
地
内
官
邸
積
を
議
定
す

る
こ
と
に
よ
号
、
査
定
的
結
果
、

融
市
惜
閥
的
帥
地
検
が
後
認
さ
れ
ま
す

こ
れ
も
ひ
と
え
に
‘
綴
抑
制
殺

の
み
な
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
線

治
的
地
期
総
会
議
員
、
街
地
縮
会
総

筑
波
び
に
ふ
市
自
民
の
み
を
さ
ん
の

緩
い
ご
液
細
貯
と
緩
極
的
な
と
協

力
が
繰
ら
れ
ま
し
た
か
ら
こ
そ

と
綴
絡
す
る
も
の
で
あ
草
ま
す
。

。
と
、
そ
の
総
務
が
換
崎
地
対
象
的

磁
務
と
金
守
ま
す
。

甲
土
地
窓
崩
偶
蹄
郡
波
察
輔
欄
会
委
員

の
選
挙
卒
業
の
緩
行
に
あ
た
り
、
拙
桝

総
計
一
留
の
決
定
な
ど
に
つ
い
て

後
利
義
的
み
を
き
ん
の
緩
約
金

十
分
反
娩
さ
せ
る
た
め
に
こ
の

務
綴
品
加
を
設
縫
し
ま
す
。

一
月
…
…
十
二
認
に
遂
世
干
の
公

僚
を
し
ま
し
た
的
で
選
挙
は
、

間
同
月
二
十
一
円
口
に
行
な
わ
れ
る

予
定
で
す
。

こ
の
選
挙
で
袋
線
総
数
十
名

の
う
ち
、
八
お
が
務
総
{
う
ち

こ
名
は
学
識
経
験
者
を
浴
後
が

選
任
)
き
札
、
次
の
よ
う
な
校

継
を
し
ま
す
。

。
淵
貯
制
附
常
世
員
選
後
的
湾
窓
〈
土

地
・
袖
噛
柑
嫡
脇
判
的
知
昨
偶
聞
に
つ
い
て

総
数
を
骨
骨
す
る
者
一
一
一
名
を
市
長

が
選
出
闘
し
ま
す
e
)

持
制
換
機
一
対
糊
闘
や
換
地
計
一
樹
に
つ

い
て
援
崩
事
れ
た
縁
側
拍
動
官
の
山
内

容
審
査
に
つ
い
て
裁
終
的
終
場

。
換
池
ま
た
は
そ
の
線
分
的
後

換
地
。
宅
地
ま
た
は
倦
掛
端
的
立
体
化

的
附
開
設

の
そ
の
抽
出

友納知事

こ
の
よ
う
に

良
く
な
り
ま
す

。
お
織
が
繋
務
に
一
な
り
有
効
に

使
え
ま
す
湖

。
す
べ
て
の
白
綴
織
が
滋
絡
に
露

L
、
衡
問
臨
も
緩
う
の
で
述
内
開
が

な
く
な
り
滋
滋
や
お
務
総
的
訪

問
・
車
内
務
人
も
昨
慨
に
も
り
ま

す
a

。
輪
排
水
総
裁
の
完
備
で
術
ち
出
開

場
占
的
切
に
な
号
ま
す
。

。
気
掛
胤
公
糊
聞
の
設
置
で
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
が
確
保
で
き

ま
す
。

。
幹
線
滋
燃
は
、
品
ヂ
渓
と
車
道

的
分
離
陣
に
よ
号
出
演
心
し
て
翼
物

が
で
き
、
町
議
も
部
批
陣
内
的
に
な

号
ま
す
。
由
同
問
ゆ

離
減
傾
繍
償
金
と
は

ぽ
悦
削
間
航
且
棚
情
的
諸
行
後
の
ゆ
指
拙
細

川
例
制
倒
的
総
側
酬
が
、
施
行
線
の
お

滅
的
級
制
酬
を
下
ま
わ
っ
た
場
合

に
施
行
棋
脅
か
ら
え
総
所
有
者
や

品
開
総
綴
殺
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
縦
割
引
の
火
器
患
に
応
ヒ
て

支
払
わ
れ
る
繍
償
金
を
い
い
ま

す。躍
仮
換
織
と
は

移
転
や
ヱ
事
の
M

抑
制
安
か
ら
綴

織
A
端
的
意
見
を
臨
時
き
、
後
跡
地
叫
削

…
慨
に
伸
縮
づ
き
、
協
明
治
的
前
後
と

-
交
通
事
故
死
亡
者
が

大
一
備
に
減
り
ま
し
た

〈
安
全
協
会
に
惑
諜
状
贈
似
品

品
開
交
通
安
全
協
会
我
孫
子
災

総
・
湖
北
支
部
・
布
品
問
中
文
綴
的

…
品
交
制
怖
は
死
亡
率
訟
の
仲
間
止
に

帥

帯

必

@

晶

な
る
絞
め
格
税
抽
地
を
い
い
ま
す
一

援
組
鵠
品
砲
と
は

前
茸
潮
位
前
内
線
々
の
ゆ
借
地
を
蕊

澄
勢
え
し
た
綴
穫
後
的
機
々
の

宅
地
を
い
い
ま
す
母

換
地
は
整
理
擦
の
議
総
の
一
期

叫
酬
や
環
境
利
回
問
状
況
に
怒
ヒ
て

泌
氏
に
絞
畿
が
申
止
め
ら
れ
ま
す
。

滞
脅
し
い
成
果
を
収
め
ま
し
た
的

で
、
品
刺
殺
察
署
長
及
び
品
相
官
民
激

変
九
革
協
会
授
か
ら
感
縁
状
が
掛
端

wv
…
四
一
件
削
冊
一
品
き
ん
(
秀
一

i
聞出

i
訂
以
ハ
ザ
同
救
援
抽
出
九
点

相v
江
指
腸
融
持
き
ん
{
怒
組
制
一
一
凶

o

i
二
)

A

X

一一

nm也

軍
上
条
蹴
脚
き
ん
{
胤
阿
山
則
合
同
開

i

一
四

i
五

)

余

一

万
mm滋

曹
態
調
崎
、
か
じ
い
さ
ん
〈
線
北
品
開

問
小
学
校
勤
務
〉
余
勾
湾

問門也

V
A
W
附
明
党
総
孫
子
支
部
剛
臨
同
年
醐
崎

会
系
万
八
千
五
百
五
十
七
円

滋
wv
市
摺
雌
閥
会
食
主
万
六
千
二
十

七
m
門
油
田
川
船
同
州
州
首
相
殺
〉

V
我
宵
骨
子
隠
・

H
ク

ラ

ブ

念

二
千
円
也

瞥
十
五
回
会
金
三
万
間
内
抽
出

帯
湖
北
台
中
学
校
食
後
会
会

一
万
九
千
三
玄
関
四
十

ma

V
臨時の
W
T
組
問
入
金
金
一
一
一
千
例

相出
V
制
偶
時
郁
子
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

金
六
万
八
千
内
也

V
F
明
機
生
糸
パ
ザ
l
売
上
金

金
一
万
川
門
臥

wv
我
孫
子
自

I
タリリ

i
歩
手
ブ

金
一
万
五
千
七
夜
間
門(欄
間
不
問
問
}

お
羽
部
内
み
な
さ
ん
か
ら
、
似

品
料
開
間
十
八
年
度
作
風
末
助
け
合
い

中
争
終
へ
と
、
寄
贈
お
よ
び
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
く

抽
出
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

882 

油
M

V
柑
輔
の
場
人
出
品
制
期
的
問
に
子
m
門

ず
つ
務
付
念
を
、
い
た
だ
い
て

お

9
ま
す
g

宮
市
は
、
近
く
総
数
杏
れ
る
予

定
め
老
人
一
猿
社
化
シ
タ
i
のん畑中一

市
門
鑓
品
購
明
入
資
余
め
…
制
静
止
し

て
佼
わ
せ
て
い
た
だ
事
ま
す
e

V
骨
凧
醐
隅
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

柑
凧
骨
恥
〉
の
み
な
き
ん
が
、
教
義

を
官
閉
め
る
た
め
に
と
、
相
時
北
品
山

中
学
校
い
い
、
問
問
晴
樹
約
五
十
冊
(

ゴ
一
十
一
ぷ
万
五
千
例
制
相
当
)
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
‘

昭
和
西
十
七
脱
出
胤
に
は
…
万
六

千
円
相
当
、
間
唱
秘
加
問
・
4
t
v
為
等
波

に
は
五
万
五
子
関
抽
相
当
内
総
綴

内
容
酬
明
が
あ
り
ま
し
た
沼

中
一
構
内
漆
誌
、
十
分
に
本
が
絞

め
る
と
大
議
び
で
す
。

甲
襲
開
発
芯
影
絵
総
会
設
(
緑

一zee-
一

二

余

波

十

万
m
門

芸
-z-高
一
釜
石
霊
祭
霊
祭
霊
祭
差
一
豊
伽
紘
一
向
緩
霊
法
一
一
霊
堂
釜
山
怠
議
著
書
『
=
亘
書
2
2
2
M
霊
祭
=
寝
室
会
議
喜
一
議
袋
持

登
さ
わ
れ
ま
し
た
。
忍
名
で
閉
唱
和
間
関
十
七
年
に
比
べ

開
削
和
悶
十
八
年
中
‘
市
内
約
九
名
減
少
し
ま
し
と
。
こ
れ
は

官
民
溺
楽
放
に
よ
る
死
亡
者
は
、
熊
本
で
ぶ
伎
の
減
少
率
〈
穴
ト

災

機

wm
〉
で
あ
り
、
始
警
祭
器
開
冨

瞬
曲
門
的
ト
ッ
プ
で
す
。

が
官
凡
噛
閣
僚
九
駕
拙
励
会
お
よ
び
交
遜

齢

指

導

策

ιの
み
な
事
ん
的
ご
活
隠

に
よ
ワ
今
後
も
、
交
通
事
故
的

訪
止
に
ご
欄
糊
怖
付
し
た
い
と
総
い

ま
す
が
、
ま
ず
市
民
的
み
な
き

ん
一
人
一
人
に
波
殺
し
て
い
た

だ
妻
、
一
事
故
減
少
に
ど
協
力
ね

が
い
た
い
も
の
で
す
診



昭
和
問
間
十
九
年
度
の
我
孫
子

宮
市
の
然
践
す
る
ヱ
帯
、
拠
民
村
明
及

び叫鴨
n
開
等
内
総
入
H
h

、
入
札
参

加
を
希
剖
濯
す
る
方
は
、
次
的
と

お
り
紛
争
入
札
参
加
炎
絡
申
議

機
を
拍
踏
出
し
て
く
だ
き
い
。

O
受
付
期
間
制
暗
殺
四
十
九
都
・

.
…
純
月
一
白
か
ら
二
月
一
一
十
八

日
ま
で

市
の
工
事
@
物
品
耕
入
な
ど

。
受
付
機
銃
市
役
品
開
総
務
部

財
政
畿
管
貼
間
同
開

。
噛
干
師
陣
密
機
筑
後
設
省
及
ぴ

千
幾
録
的
新
統
一
様
式
〈
潮
例

議
納
品
且
間
関
係
は
納
品
県
議
協
会

統
一
機
A
A
〉

工
務
〈
工
事
及
び
澗
阿
世
焼
絵
札
前

制
制
緩
」
と
物
品
(
務
総
附
そ
の
他
)

と
は
、
副
将
棋
同
で
ぬ
山
出
し
て
く
だ

き
い
。お側
附
い
合
わ
せ
は
、
叫
間
放
課

蹴
鴨
叫
出
荷
開
(
八
二
!
一
一
一
忠
一
内

線
二
〈
〉
九
ザ
ま
で
。

諸

費

者

講

鹿

そ
の
つ
ど
受
け
ら
れ
ま
す
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ゑ
不
足
、
綴
純
情
骨
肉
騰
な
ど
、

拙
市
曲
高
品
告
に
と
っ
て
苦
し
い
験
的
措

が
緩
い
て
い
ま
す
。

乎
葉
県
松
戸
消
費
者
生
活
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
槻
問
題

点
を
や
心
に
し
て
‘
次
的
と
お

守
消
費
者
幾
駿
を
開
問
掛
躍
し
ま
す
e

ど
な
た
で
も
参
加
で
善
ま
す

の
令
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
〈

だ
き
い
。
一
緩
め
受
講
で
も
議
機
で
す

が
、
…
コ

i
ス
{
ム
ハ
側
側
}
の
受

轍
婦
を
お
す
す
時
し
ま
す
。

曹
司
費
総
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制
緩
制
村

V
由
叩
込
先
千
繋
篠
弘
間
一
一
戸
拙
悶
蝿
R

者
セ
ン
タ
ー
〈
家
背
骨
合
間
庁

舎
気
臨
時
〉
松
戸
市
小
船
閑
本

七
{
一
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二
七
一
)
櫛
思
議
。
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!
二
一
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内
線
刊
一
六
七

i
二
六
九

V
品
調
岨
幡
東
背
骨
合
間
庁
舎
六
階

第
一
会
機
議

γ原
沼
崎
方
法
震
雑
踏
・
ハ
#
弘
、
.

幾
セ
ン
タ
ー
に
来
続
し
、
住

所
・
氏
名
・
年
令
・
絞
殺
同

端
削
減
剛
同
体
な
ど
を
附
明
ら
か
に

し
て
申
込
A
く
好
奇
い
。

四V
曲
申
込
儲
期
限
二
回
月
四
日
ま
で

ぶ
附
脳
同
陪
以
後
新
た
に
申
込
ま

れ
る
方
は
、
そ
昨
つ
ど
受
付

け
ま
す
.
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土
地
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立
入
調
査

摂
戸
地
震
の
一
部

+
市
は
、
相
慨
深
土
地
区
沼
閥
抗
鷲
総

事
業
務
形
制
問
且
臨
時
た
め
次
の
と

お
れ
リ
土
絵
師
混
入
綴
棄
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
関
係
全
抽
地
所
有

者
の
ご
協
カ
を
お
醐
聞
い
い
た
し

ま
す
。

四v
玄
入
線
開
制
暗
殺
冊
間
十
九
年

一
均
一
一
十
八
日
か
ら
総
和
閥

+
九
年
一
一
一
向
月
一
一
一
十
一
、
宮
ま
で
.

(
自
の
お
か
品
目
没
ま
で
)

士
浪
人
隊
機
我
四
精
子
市
娘
一
一
戸
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合布伎や央官響年館

法
花
坊
の
会
協
同
区
波
及
び

会
樹
、
北
町
内
、
上
附
醜
齢
世
‘

問
問
久
保
、
出
陣
附
略
的
各
一
蕊

V
澗
畢
組
内
線
区
一
邸
前
持
糊
柏
戦
業

的
議
機
と
な
る
判
明
鯵
時
開
作
成

の
た
め
‘

官
中
間
叶
的
成
が
あ
号
ま
し
た
ら

区
制
問
慾
潔
譲
(
電
総
八
二

i
一

…
五
一
内
線
二
一
一
八
〉
ま
で
漣

絡
〈
だ
事
い
。

議

ωへ
姦
木
一
一
円
あ
げ
て
春
浅
し

制
怖
か
木
に
ま
唱
か
な
タ
円
日
銀
側
判
〈
る

骨
時
期
明
げ
の
滋
に
ピ
ア
ノ
め
品
閣
法
れ

立
春
時
努
辺
町
滋
銭
円
道
し
る
べ

縫
い
も
尚
を
あ
す
へ
の
ば
し
て
弘
前
供
養

却
制
緩
的
パ
ス
下
り
て
よ
弓
夜
町
田
岡

悶
ナ
券
の
波
来
て
事
ら
ふ
民
め
掛
悶

解
け
の
こ
る
一
一
廷
の
苑
内
総
て
氷

山
閥
抗
悼
の
浅
さ
の
ひ
か
号
幾
に
綴
す

拠
帳
簿
や
沼
が
ど
っ
か
り
深
ね
む
り

プ
ミ
は
じ
よ
う
ぶ
な
紙
袋
な
ら

ど
ん
な
も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

今
ま
で
ブ
ミ
を
出
さ
れ
る
場

合
同
体
‘
ゴ
ミ
尋
問
地
殺
に
入
れ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
ヒ
ょ
う
ぶ
な
紙

袋
な
ら
ど
ん
を
も
の
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
a

こ
れ
は
紙
本
是
や
値
上
が
り

の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な

る
か
予
総
も
つ
か
な
い
現
状
で

あ
る
か
ら
を
す
。

ー
ミ
袋
を
山
由
す
給
制
緩
侃
問
(
ス

ラ
l
シ
ョ
ン
山
に
は
、
次
め
よ

う
な
務
者
お
守
り
く
だ
事
い
窃

mw必
ず
収
集
自
の
紛
出
向
し
て
く

だ
さ
い
必

②
袋
は
散
乱
し
な
い
よ
う
機
包

す
る
か
、
円
以
は
ヒ
そ
で
し
ば

っ
て
く
ど
普
い
。

③
ピ
“
一
83330

ん
袋
は
後
潟
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

市
町
通
行
に
交
際
の
な
い
よ
う
綴

い
て
く
だ
さ
い
，

③
終
綾
部
開
は
お
笈
い
に
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
e

中
市
は
収
拾
常
方
法
に
つ
い
て
能

機
的
問
で
経
費
の
か
か
ら
な
い
、

良
い
方
淡
守
検
討
し
て
お
ワ
ま

す。

〈
線
機
総
生
課
)

国
道
六
号
線
の
交
通
規
制

一
月
十
七
白
か
ら
怠
月
一
一
一
+
…
臼
ま
で

闘
附
滋
穴
号
線
は
波
及
ヱ
率
一
の

た
め
に
次
の
と
お
り
交
遊
幾
制
問

き
れ
て
い
ま
す
也

V
嶋
嚇
縮
問
我
孫
子
州
市
抑
制
一
一
内
総
先

か
ら
桧
企
市
仲
町
四
棟
抽
嶋
血
ん
ま
で
の

八
附
問
。

4
1
ト
ル

V
輔
棉
制
制
内
容

午
後
九
時
か
ら
午
前
六
時
ま

で
仏
付
加
側
交
互
遂
行

ザ
制
問
問
一
一
月
十
七
お
か
ら
一
ニ
月
一
二
十

…
お
ま
で

wv

工
事
内
容

破
娘
億
怒
り
修
制
哩
(
官
民
岨
問
〉

二
戦
線
を
間
関
車
線
に
紋
俗
、

品
世
噛
鳴
を
設
車
位
、
摺
惜
滋
一
一
郎
一
我

孫
子
線
変
後
務
返
に
横
断
歩

滋
織
を
架
設
(
九
例
月
十
五
日

ま
で
昼
間
ヱ
謝
申
)

級
交
通
安
全
引
出
助
金
で
は
、
傘
一

内
業
務
め
で
き
る
方
、
女
子
腕
栴

異
一
名
を
務
築
い
た
し
ま
す
o

wv
幾
務
逮
転
免
許
間
関
係
申
繍

帯
習
作
成
ほ
か

四v
年
舎
一
一
十
議
州
問
後

V
学
脳
血
背
開
校
卒
幾
程
度

く
わ
し
く
は
、
絵
警
察
務
内

様
変
滋
申
賞
金
協
会
(
櫛
札
制
硝
ハ
〉
凶

七
一
3
8
5
8

六
七

l
X六
二
六
)
へ

ご
連
絡
〈
だ
奇
い
。

仇
棋
谷
閉
桝
規
出

1
J
'
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m
問

符

知

子

叫

句

J

大

関

様

子

」

偽

」

牧

野

恭

子

t
1

小

問

鈴

子

同
叶
上
難
事
'

幽蹄間関
関
市
質
経
山
出

一
説
曲
冊
一
ヴ
文
議
だ
よ
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事専勝寺・?議後センタ

手記
た
も
と
は
る
零
時
綬
綴
に
こ
ぼ
れ
散
る

く
れ
な
ゐ
漆
磐
線
憾
の
花

忙
し
き
に
務
む
背
な
か
を
気
に
し
つ
つ

総
事
て
土
浮
〈
縫
い
い
水
幾
〈

父
精
密
〈
わ
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市町人口

昭和491f.l汚1a務事

男 33 ， 547人(喜望月比~8λ増}

女 33，許証人( . 幻3λ3曽}

計 67，121人( . 541人増}

世帯数18，700i止帯( . 152世帯増}
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2月12阿部 商 年 自書|総和措'1'8月・11月生札

2月l4al<l'帥 J江商年総|昭和柑£同月・1I月生れ

2月258I湖北古中央蝦脅締|昭制時間生れ
草月前al |昭和48年11月生れ

2112711 縦祉々 Jター|昭和48'1'8月生れ

2丹蹄81 昭和柑'1'11月生れ

12月町人口動態

男女計

78人総人144人

363人 378人741人
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152入 148人3剖人
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